
 

学 校 運 営 協 議 会 と は 

◎校長が作成した学校運営の基本方針を承認することのほか，学校の 

方針や運営について，校長に意見を述べます 
 

 

 

 

 

幌別西小学校が展開している「コミュニティ・スクール事業」をご紹介いたします 

 

コミュニティ・スクールとは 

地域住民等が学校運営に①参画し，学校を②応援する③仕組みです。 

① 参画とは ～ 話合い（熟議）により地域の子どもたちの課題や目標などを共有し， 

積極的に学校の教育活動に参加し，アイディアなども出します。 

② 応援とは ～ 教育を学校だけに任せず，学校と地域が一体となり，子どもたちを育てます。 

② 仕組みとは～ 地域住民や教職員の代表などを委員とする「学校運営協議会」をつくります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ということで、早速第 1回学校運営協議会を行いました 

 

５月３０日（水曜日）に行われた

第 1回目の学校運営協議会では、6

名の委員の皆様（２名欠席）にご出

席いただきました。まずは学校長よ

り今年度の経営方針について説明

があり、その後委員の皆様と話し合

いを行いました。 

話し合いの中では、今年度から始

まる耐震改修工事と 3 線校舎の解

体に伴う、幌別西小歴史資料室の物

品の移動についての御意見を頂い

たり、朝の挨拶運動のとき以外に、

最近大人が子どもに声をかけるこ

との難しさ（うかつに声をかけると、誤解される恐れ）について話がありました。 

今年度も、このように委員の皆様との話合いを重ねていきながら、学校がどのような子ど

もを育てるのか、何を実現していくのかという目標を共有し、地域から応援していていただ

ける学校づくりに努めていきます。 



運動会への御協力ありがとうございました。 
 

６月９日(土)に行われた西

小大運動会。昨年度より５・

６年生が行う「よさこい」の

ために、お祭りで使う法被（は

っぴ）を、新和会、柏木町会

様から 30 着ずつ貸していた

だいております。 

今年度は、児童席などに使

うテントが必要だったため、

曙町会、柏木団地町会、新川

第２町会様より一張りずつお

借りしました。実は、その話

の流れで、西団地町会、山手

町会様より、町会で使わなく

なったテントの寄贈の申し出

がありました。その結果、それぞれ二張りずつ計４張りのテントをご寄贈いただきました。

次年度以降も大切に使わせていただきます。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
発行：平成３０年６月１５日 第２号  登別市立幌別西小学校（学校運営協議会事務局） 

TEL：0143-85-2364  FAX：0143-85-2025 

 

【訂正です】前号で本校の学校運営協議会委員

の山田博達様の肩書きを古いままで紹介し

てしまいました。現在は「ふれあいクラブ役員、

民生委員」をされているとのことです。申し訳

ございませんでした。 

◇この「西小コミュニティ通信」は、本校が推進するコミュニティ・スクール事業の活動

を保護者、地域の皆様にご紹介する広報紙です。 

町会からお借り

したテントは児

童席の日よけと

して、使わせてい

ただいています。 

運動会では、来賓として来校くださ

った方々に、個人種目の賞状を渡して

いただいています。今年も多くの方々

に来校いただき、午前午後に渡って、

子ども達への声援と、賞状授与に御協

力いただきました。ありがとうござい

ました。 


